
笠岡湾干拓地で飼料用トウモロコシ収穫始まる 平成３０年８月

１ 市町村名 笠岡市

２ 内 容

笠岡湾干拓地内の大規模酪農家が設立した（農）干拓コントラ（組合長：竹信博巳、

組合員５名）は飼料費の低減と堆肥の有効利用を目的に、飼料用トウモロコシの二期作栽

培に取り組んでいる。７月 日から収穫・調製を開始し、 を 日間程度で収穫25 204.8ha 10

し、組合員の牛舎周辺にあるバンカーサイロに詰め込みを行った。

今年度は４月上旬の播種時にまとまった雨量がなかったため、初期生育に問題があり、生

育が不揃いのため雑草の多さが目立った。

また、７月上旬の豪雨と収穫前の高温の影響で枯れ上がりによる被害が一部あった。収穫

を終えた畑は、二期作目の播種を順次実施する。

県民局は収穫前日に収量調査を実施するとともに、大規模酪農経営の安定を図るため、飼

料作物生産・給与及び飼養管理について指導する。

３ 特記事項・補足事項

、 。 （ ）。一期作６品種 ほ場の平均単収は ／ 熟期は乳熟後期～ 黄熟期 適期13 5,064kg 10a

平成 年度から同組合は旧粗飼料基地のほ場にも飼料用トウモロコシを栽培してい29

る。

４ 関連事業

平成 年度国産飼料増産対策事業30


